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「五所川原市新庁舎建設基本設計（案）」についての意見募集結果について 

 

五所川原市新庁舎建設基本設計（案）についての意見募集に対し、貴重なご意見をいただき、誠にあ

りがとうございました。 

いただいたご意見の概要とそれに対する市の考え方は下記のとおりです。 

 

記 

 

１ 意見募集期間 

  平成２７年３月２５日から平成２７年４月２４日まで 

２ 募集方法 

  市の広報及びホームページ（http://www.city.goshogawara.lg.jp/）に案を掲載したほか、市管財課

新庁舎建設準備室、市役所・各総合支所行政資料スペースに備え付けました。 

意見提出は、郵送、電子メール、ＦＡＸのいずれかの方法によることとし、提出言語は日本語とし

ました。 

意見提出にあたっては、提出者の氏名・住所（法人等の場合は、その名称・事務所所在地等の連絡先）

の明記を条件としました。 

 

３ 提出された意見 

    ４人（団体）の方から延べ１５件の意見をいただきました。その反映状況は次のとおりです。 

文章修正等 記述済み 実施段階検討 反映困難 その他 合計 

０件 ０件 ６件 ０件 ９件 １５件 

 「文章修正等」・・・・本文の修正、記述の追加等意見を反映させるもの。 

 「記述済み」・・・・・既に記述済みのもの。 

 「実施段階検討」・・・計画の実施段階で検討又は対応すべきもの。 

 「反映困難」・・・・・反映が困難なもの。 

 「その他」・・・・・・質問や感想。施策の体系外への意見。 

   意見の内容とそれに対する市の考え方及び意見を考慮した結果決定した案は、次のとおりです。 
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（提出された意見の内容とそれに対する市の考え方） 

№ 提出された意見 市の考え方 

１ 

 

当市の様な人口増を望めない小都市では、

都市機能・施設の立地は分散でなく集中が

基本と考えます。 

その施設の中で市役所、病院は中心、中核

となる施設です。（つがる総合病院を漆川

地区から既市街地の岩木町に変更したの

は英断です。） 

観光リピーターの声として市の顔、シンボ

ル、窓口、そして観光、交通、情報結節点

にふさわしい五所川原駅前の貧弱さを指

摘されます。 

幸いにも現状の五所川原駅周辺は、つがる

総合病院、商工会館、立佞武多の館、中央

公民館、市民学習情報センター、金融機関

支店、バスターミナル、津軽鉄道、JR五能

線等公共的施設が立地し、潜在集客力は高

いと思われ、五所川原の中心・シンボル地

区と成り得ます。 

新庁舎が当市の将来シンボル地区の戦略

・先導的中心施設を担う、意義深い施設の

位置づけを期待するものです。 

大町二丁目地区の土地区画整理やつがる総合

病院周辺道路の整備等により、中心市街地の

都市景観と利便性の向上が図られていますが

、魅力ある市街地にしていくためにも多くの

人々が行き交い交流する場としていくことが

重要と考えます。 

市では効率的で利便性の高い施設への再編・

整理を検討し、老朽化に伴う新庁舎の建設な

ど、人口減少時代に対応した都市基盤の整備

に努めており、この度の基本設計においても 

新庁舎１階には市民活動ができる「市民の土

間」や「土間ホール」を計画し、街に対して

も庁舎内での活動を発信できる計画としてい

ます。また、国道３３９号線に面して多目的

に利用できる「まちかど広場」も計画してい

ます。 

新庁舎建設により、駅周辺を含む中心市街地

への都市機能のさらなる集積を進め、市の中

心・シンボル地区としての新たな賑わい創出

を図っていきます。 

２ 

 

新庁舎と公用車庫棟の間の民家移転の考

えはないのか。 

現段階では民家の移転は考えておりません。 

３ 

 

商工会館前からストレートに駐車場に入

るために市道西部５３号線（駅への一方通

行）の線形変更はあるのか。 

新庁舎には敷地内通路を設けることによって

、国道３３９号線と市道西部５３号線との車

両動線を確保する計画としております。 

新庁舎周辺のアクセス環境などについては、

交通量などを調査しながら、利便性の向上を

図るよう市道西部５３号線の線形変更も含め

、関係機関と協議、検討していきます。 

４ 

 

まちかど広場に風雨対策はあるのか。 多目的広場としての利用を計画しているため

、風雨対策施設の設置はありません。 

来庁者の雪・雨対策として、まちかど広場に

面して庁舎２、３階を５ｍ程度張り出し、雪

や雨に影響されないアプローチ計画をしてい

ます。 

５ 

 

洪水ハザードマップによると水深２～２．

５ｍ程度の冠水が想定されている。この想

定の根拠条件を教えて下さい。 

洪水ハザードマップは、国土交通省及び青森

県が公表している岩木川、浅瀬石川、平川、

十川、旧十川、松野木川及び金木川の浸水想
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たとえば、河川改修等は１／１０～１／２

００（１０年に１回～２００年に１回の降

雨量）を条件に河川断面等を決められてお

ります。 

東日本大震災の津波は数百年に１回のも

のと想定されております。 

岩木川等については、何年に１回の降雨に

伴う洪水により堤防が決壊する等の具体

的条件があるはずなので、それを教えて下

さい。 

定区域図をもとに、各浸水深を重ね合わせて

、最大浸水深となった値を反映しています。 

新庁舎の建設予定地は、浸水深が１～２ｍと

なっておりますが、これは概ね１００年に１

度程度で発生する大雨の際に、岩木川が氾濫

した場合に想定される浸水深となっています

。 

６ 

 

№５の場合、災害時の本部（新庁舎）に市

長はじめ関係職員が出勤される時は、車輌

による移動は無理ですが、如何なる方法で

新庁舎に出勤され、ここから市内へ移動等

されるのでしょうか。 

水深が２５㎝以上になるとマフラーに浸

水し、車は停止します。 

また、それ以上だと車が浮上し、大変危険

で車による移動は無理です。船やボート等

を考慮されているのでしょうか。 

建物にその収納する場所を考えておられ

るのでしょうか。 

市長をはじめとする関係職員は、基本的には 

No.５のような大規模な被害が発生する前に

登庁して災害対応を行います。 

また、新庁舎が実際に浸水し庁舎機能が停止

する可能性がある場合は、被災前に災害対策

本部及び関係職員の避難を実施し安全が確保

される場所において災害対応にあたることと

なります。 

以上のように、いずれの場合も浸水前に移動

を行うことから、現時点では船やボート等に

よる移動は考慮しておりません。 

７ 

 

№５及び６に関連して、２Ｆサーバー室は

最初から３Ｆに設置すべきと考えますが

如何でしょうか。（念のため、想定外に対

応するため。） 

また、１Ｆのパソコンや各種書類を２Ｆ以

上に迅速に上げる必要が出て来ますので、

コンセント等の配置（２～３Ｆ）の余裕、

その他建築上も配慮しておいた方が無難

かと思います。 

２階床高は、前面道路より４．９ｍ高くして

おり、ハザードマップによる最大浸水深より

２倍以上となっております。 

また、１階床高を上げ、防潮板を設置するな

どゲリラ豪雨等の浸水対策を行いますが、想

定外の事態にも対応できるよう万全な体制づ

くりに努めていきます。 

８ 

 

バリアフリーに十二分に配慮し、設計して

下さい。 

青森県福祉のまちづくり条例による整備基準

に基づき、バリアフリーには十分配慮した設

計とします。 

９ 

 

車いす利用者の駐車場を適当数、庁舎近く

に配置し、利用者が雨にぬれないよう配慮

して下さい。また、健常者がそこに駐車し

ない配慮をして下さい。 

具体的には青ペンキで表示をして下さい。 

また、管理人等から管理しやすい位置を考

えて下さい。いつでも障がい者が駐車でき

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に

関する法律（バリアフリー法）に基づく建築

物移動等円滑化誘導基準によると、駐車台数

の２％以上を車いす使用者用駐車台数とする

ことが適正とされております。今回の計画で

は、駐車台数約１１０台のうち車いす使用者

用駐車台数を４台確保し基準を充たした計画
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るようハード（構造上）上、ソフト上（管

理人を置く）の配慮をよろしくお願いしま

す。 

としております。また、車いす利用者の駐車

場を庁舎の近くに配置し、雨対策や表示方法

などについても十分配慮していきます。 

１０ 

 

身がい者用トイレを１Ｆ、２Ｆ、３Ｆそれ

ぞれに複数配置お願いします。 

１Ｆと２Ｆの障がい者用トイレには、せき

ずい損傷者の為にバリアフリータイプを

１つずつ設置して下さい。 

さらにオストメイト（人工肛門や人工膀胱

の方）のための配慮をして下さい。 

さらに可能ならフィッテングボード５０

㎝×５０㎝を設置して下さい。 

なお、パブリックシート（折りたたみ式で

もＯＫ）を必ず設置するよう強く要望しま

す。 

青森県福祉のまちづくり条例の整備基準では

、多目的トイレは施設に１ヶ所の設置で足り

ますが、新庁舎では１階に２ヶ所、２・３階

に各１ヶ所の配置をしています。 

バリアフリータイプやオストメイトのトイレ

設備の設置は他施設の導入状況も参考にしな

がら検討していきます。 

また、利用環境向上のため、フィッテングボ

ードやパブリックシート等の設置箇所を検討

していきます。 

１１ 

 

バス停は、つがる総合病院の様に１ヶ所（

３０ｍ以上の長さ）にして、道路を横断し

なくても市庁舎に行けるようにして下さ

い。 

関係課と打合せをして、その分のエリア確

保（敷地）の考慮願います。 

さらに、バス停から市庁舎までのアクセス

部分は雨雪風に濡れないように通路に屋

根等の設置をお願いします。 

バス停の変更については、関係機関との協議

が必要となります。来庁者も含め利用者の利

便性の向上に向け検討していきます。 

 

１２ 

 

詳細設計に入る前に市民への説明会を開

催して下さい。 

基本設計を説明し、市民の様々な意見や要

望を傾聴することで長期間耐え得る設計

に仕上がると思います。 

途中秋頃にも中間説明会を開催すること

も要求します。 

新庁舎実施設計後の説明会については、今後

の広報・ホームページでご案内していきます

。 

また、住民懇談会等の場において説明を行う

など、市民の皆様に新庁舎について説明して

いきます。 

１３ 

 

障がい者も視覚、ろうあ、知的、精神、難

病と幅広く、ニーズが少しずつ異なるので

、家庭福祉課や介護福祉課と連携して別途

打ち合わせを行うよう要求します。 

庁内関係各課と検討会の開催に向け調整し、

想定されるニーズに対応できる新庁舎を設計

していきます。 

１４ 

 

五所川原は農業のさかんなまちです。そこ

で今後の地域の経済、住民のくらしを担う

人を大切にする場が市役所にあってもい

いのではないかと考えます。 

思いきって農家の生産したものをせめて、

現庁舎においては、農産物加工品直売会を庁

舎ホールにて実施しております。 

新庁舎につきましても、１階に計画している

「市民の土間」や「土間ホール」、「まちか

ど広場」の有効活用に向け、当意見を踏まえ
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保育園、幼稚園の子どもたちに食べさせる

ことができるようまとめて販売ができる

ような仕組み、場所を市役所に作ってはと

考えます。子どもたちは五所川原の宝です

。その子どもたちに地場のものを食べて大

きくなってもらい、地域の経済もうるおう

ようなことを市役所が担ってもいいので

はないかと考えます。地場のものを販売す

る場所、食べられる場所もあってもいいの

でないでしょうか。 

今度の場所は駅にもバス停にも近いです

し、せっかく建てるのなら、これから先五

所川原はどうあったらいいのか考え、地方

自治体はなんのため、誰のためにあるのが

いいのか考えていただき、個性ある市役所

であってもいいと思います。地域のお金を

まわし、住んでいる人がよかったと思う五

所川原にしていけるための建物の市役所

にぜひしていただきたい。 

市民が集う｢市民の土間｣が案にあること

はとてもいいことと考えます。もう一歩ふ

みだし、経済の面でも市民が市役所を通し

てうるおうことができればと考えます。 

た可能性を検討していきます。 

１５ 

 

ＵＶガラスにしていただきたいと思って、

意見を述べさせていただきました。どうぞ

ご検討よろしくお願いいたします。 

新庁舎のガラスには、紫外線の遮断率の高い

ガラスの採用を検討していきます。 

 

担当      五所川原市総務部管財課新庁舎建設準備室 

電子メール kanzai@city.goshogawara.lg.jp 

電話       0173-35-2111 内線2266 

FAX       0173-35-3617 

 


